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久喜市東橋|

「日光道中絵図 巻4 内国府間村より古河宿まで」のうち、棄橋宿部分を抜粋(国立公文書館底) に一部加筆
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公益財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団で、は、首都圏氾濫区域堤防強化対策

工事に伴い、久喜市栗橋の日光道中栗橋宿の発掘調査を実施してきました。これま

宿場跡をはじめ、番土屋敷跡、本陣跡、西本陣跡の調査が行われてきました。

栗橋宿跡第9地点で江戸時代後期の生活面(第二面)を調査中です。

遺跡からは食器や炊事道具だけでなく、羽子板やサイコロ等も出土しています。

今回の調査では、道路跡も調査の対象となっていますO 道路面には、たび重なる

災害の都度、整地を繰り返した痕跡がみてとれます。人とモノの行き交う街道の賑わ

いをささえた、栗橋宿の人びとの暮らしのリアルな一端をご紹介します。

でに

現在は、

公益財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

国土交通省関東地方整備局利根川上流河川事務所
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①火災の後片付けは分別して処理?
第248号土壌

焼けた瓦ばかりがぎっしり詰まった十.嫌

です。隣接して焼上と炭化材主体の上横も

検山されました。火事の後始末にもルール

があったのでしょうか。

②穴の中には、食器がぎっしり
第552号土壊

今回の調査では、木製品を大量

に廃棄した土臓が多く見つかって

いますが、この遺構からは、陶磁

器が集中して同十.しました。

文様や形が!J:iJじ「揃いJ(セット)

と考えられる 111Lや椀が同立つのも

特徴です。

⑧折り重なるように竹と木が…
第414号土壌

細い竹材と丸木材が大量に折り重

なって山土しました。漆喰(しつくい)

や壁土片は付着していないため、屋

外の恒根などに用いられた材なのか

もしれません。材とともに土臓を埋

めているのは洪水によって運ばれて

きた土砂です。材と材の合聞には、

漆出椀や陶儲23片、石臼片なども一

緒に埋まっていました。

③井戸の下にはまた井戸が!

コンクリ ート製の井筒を持つ井

戸の下屈には、大きな底抜きの樽

を使ったと考えられる古い)1:戸が

見つかりました。

④竹樋(たけひ)と木製の継手(つぎて)

道路の脇や家々の境界に

治って、出上しました。竹の

節を守Ijりぬいた管が、木製の

継手(ジョイント)でつなが

れた導水施設(水道管)です。

⑥鮮やかな赤黒の輝き

第368号土壌

赤・県・茶色など、バリエー

ション豊かな漆器の椀や蒸が

たくさん出十.しました。器の

表而や見込みに模様の捕かれ

た製品も伸l十.しています。
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⑤断面は重なる復旧の記録
第 1号道路跡

現代の地表面J ~~ ' " … … ・三 一-_........“
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日光道中から、利根川の十ー手~的世紀同護岸:-t-!d
方面へと抜ける「往来道」の跡 一一 -

です。別配の地表而から 15m

掘り下げた、第一面(幕末から

明治時代にかけての生活面)か

ら、第二而(江戸時代後期の生

活面)までに、

・浅間山の噴火による降灰層(図

中~ ~ ) 
-洪水で、運ばれてきた十.砂が堆

積した層(凶中村の範囲)

-近隣で火災等に由来する炭化

物の堆積層(図中ヘの屑)

があり、その聞には、地由ーを均

して幣えたと考えられる聖地層

が複数枚観察されます。

10m 

1:300 

⑦竹樋の先には大きな樗が!

竹樋と接続された大樽です。竹

樋をつなげる穴は対而に 2箇所、

7 異なる高さに聞けられていますo

F この樽は、;J¥に混じる砂などを

沈めるために使川されたものです。

⑨土の下には木製品の山
第496号土壌

木製品がまとめて廃棄された上撲です。

桶や樽、話路、くるり棒、擢などがありま

す(写真左)。最も下の層からは、犀恨葺

材の可能性がある樹皮の束も山土していま

す('.J4.真右)。


